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研究の概要 
アブラナ科植物の自家不和合性は、1 遺伝子座 S 複対立遺伝子系によって説明されており、

花粉因子 SP11 と雌ずい因子 SRK の自己特異的相互作用によって自家不和合性が誘起される。

本研究では、アブラナ科自家不和合性研究で欠落している S 遺伝子下流因子の解明に向けて、

B. rapa とシロイヌナズナを融合的に利用して、S 遺伝子下流因子を解明する。 
研 究 分 野：農学 

科研費の分科・細目：農学･育種学 

キ ー ワ ー ド：植物育種・遺伝、植物分子育種、植物ゲノム情報、発育生理・発生遺伝 

１．研究開始当初の背景 とその解析 
 シロイヌナズナ Col-0 は突然変異により SI
機構を失っているが、世界各地のエコタイプ
解 析 か ら 、 そ の 原 因 は 雄 ず い 側 因 子
SP11/SCR における逆位に起因し、その変異
は～41 万年前にヨーロッパ中央部で起きた
ことを突き止めた。また、変異を修復した正
常型 SP11/SCR を特定エコタイプに遺伝子
導入し、自家不和合性を復活させることに成
功した(Tsuchimatsu et al. 2010, Nature)。 

 アブラナ科植物の自家不和合性は、高等植
物における細胞間情報伝達のモデル系であ
るとともに、F1ハイブリッド種子生産の現場
で利用されている重要形質でもある。自家不
和合性を制御しているS遺伝子の実体は解明
してきたが、その下流の情報伝達系は未解明
であったことから、その実体解明と産業面へ
の応用・波及効果も考慮する。 
 
２．研究の目的 (2) 自家和合性(SC)B. rapa の遺伝学的解析 

 SC 系統、TSC4, 28 の SC 原因遺伝子を解
析するために、SSR マーカーを元にマッピン
グしたところ、既知の SI 下流因子とは異な
る染色体上にマッピングできたことから、新
規な変異体であることを解明した(Isokawa 
et al. 2010, Genes Genet. Syst.) 

 アブラナ科植物における自家不和合性の
自他識別反応を制御するS遺伝子下流因子を
解明する。そのために、自家和合性変異体や
シロイヌナズナの多数のエコタイプ等を組
合せて多角的解析を行い、その実体を明らか
にする。 

(3) 自家不和合性関連の他成果  
３．研究の方法  アブラナ科植物の自家不和合性に見られ

る S対立遺伝子間の優劣性には、低分子RNA
が 関 連 し て い る こ と を 明 ら か に し た
(Tarurani et al. 2010, Nature)。また、自家
不和合性に関連した研究内容を抄録した
(Suwabe et al. 2010, Genes Genet. Syst., 
Watanabe et al. 2008, Plant Cell Physiol.)。 

 B. rapa 自家和合性系統の遺伝的な解析を
行い、QTL 解析等から S 遺伝子の下流に位
置する遺伝子の実態を明らかにする。さらに、
アブラナ科植物のモデルとも言えるシロイ
ヌナズナの特定エコタイプでは、雌ずい側、
雄ずい側のみが機能しているものもあり、そ
れらに機能する SRK, SP11 を導入して SI シ
ロイヌナズナを作出し、遺伝解析等で、関連
遺伝子を同定する。 

 
５．今後の計画 

SI シロイヌナズナの系統については、SC
シロイヌナズナとの遺伝学的解析から、自家
不和合性下流因子の単離が可能な状況にあ
る。また、B. rapa 自家和合性系統について

 
４．これまでの成果 
(1) 自家不和合性(SI)シロイヌナズナの作出 



は、QTL 解析から、変異が生じている領域の
同定も行われており、マップベースクローニ
ングで下流因子の同定が可能な状況にある。
この 2 つの点を融合することにより、目的と
した自家不和合性下流因子の全体像が明ら
かになると考える。 
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